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概要 
  高気密性反応ライン作製技術を含め、これまでにフッ素ガスやフッ化ハロゲンガスを完全ドライ
雰囲気で取り扱うためのノウハウを蓄積してきた。フッ素ガスは酸化物や金属に対して非常に反応性
が高く、またその反応により生成する結合は酸化物とは異なるユニークな面を持っているため、電池
材料をはじめとするエネルギー変換材料への活用が期待できる。特に、ガス状のフッ素化剤を用いる
ことから、本技術においてはフッ酸を利用した材料合成プロセスよりもドライな雰囲気でのより高純
度なフッ化物あるいは酸化フッ化物の作製が可能であることを見出してきた。現在、リチウム含有複
合酸化物の新規合成プロセスや温度や圧力を変えることでフッ素を可逆的に吸収・放出する新規フッ
素吸蔵材料合成プロセス、新規炭素材料作製プロセスへの応用の可能性について検討している。 
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